
鹿児島県からのお知らせ

6
月
11
日（
火
）〜
8
月
10
日（
土
）
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県政
トピックス

6月22日(土)～6月23日(日)

　
漁
業
就
業
に
関
心
を
持
つ
方
々
を
対
象
に
、

漁
業
へ
の
理
解
と
就
業
を
促
し
、
漁
業
後
継
者

の
確
保
・
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
ザ
・
漁
師
塾
」
を
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と

連
携
し
て
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
24
人
の
漁
業

就
業
を
希
望
す
る
方
が
参
加
し
た
。

　
６
月
22
日（
土
）に
漁
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
座
学
研
修
や
求
人
経
営
体
な
ど
と
の
就

業
相
談
を
行
う
就

業
フ
ェ
ア
を
実
施

し
、
23
日（
日
）に

南
さ
つ
ま
市
に
お

い
て
定
置
網
漁
業

と
魚
類
養
殖
業
の

漁
業
体
験
を
実
施

し
た
。

6月30日(日)

　
本
県
の
食
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
今
年

2
月
に
開
催
し
た『
匠
に
よ
る「
鹿
児
島
の
食
」フ

ェ
ア
』
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
本
県
出
身
の
一
流

料
理
人
の
中
村
勝
宏
氏
（
フ
レ
ン
チ
）、
木
浦
信
敏

氏（
和
食
）、
濱
﨑
龍
一
氏（
イ
タ
リ
ア
ン
）に
対
し
、

６
月
30
日
（
日
）、
東
京
駅
内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
知
事
が
薩
摩
大
使
の
委
嘱

状
を
交
付
し
た
。

　
併
せ
て
開
催
し
た
「
薩
摩
大
使
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

で
は
、「
鹿
児
島
の
食
」
の
情
報
発
信
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
各

大
使
か
ら
は
、「
生
産
者

や
地
元
料
理
人
と
の
交

流
を
し
た
い
」、「
ブ
ラ
ン

ド
力
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

「ザ・漁師塾　～漁師になろう！フェア～」

本県出身一流料理人への薩摩大使委嘱
および薩摩大使ミーティング

月
8

8
日(

木)

か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
任
命
式

「
ザ
・
漁
師
塾
　
〜
漁
師
に
な
ろ
う
！
フ
ェ
ア
〜
」

★
月
22

6

月
6

日(

土)～

23
日(

日)

鹿
児
島
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア

月
22

6

月
6

日(

土)～

23
日(

日)
6
月
24
日(
月)

ク
ル
ー
ズ
船「
コ
ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン
チ
カ
」日
本
初
寄
港

月
30

6

日(
日)

本
県
出
身
一
流
料
理
人
へ
の
薩
摩
大
使
委
嘱

お
よ
び
薩
摩
大
使
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

★
月
7

2
日(

火)

県
内
企
業
と
高
校
等
就
職
指
導
担
当
者
と
の

意
見
交
換
会

★
月
7

4
日(

木)

県
エ
イ
ズ
対
策
連
絡
協
議
会

月
7

5
日(

金)

自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
開
設

月
8

～

12
日(

月)

月
7

7
日(

日)

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

開
設
12
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

月
7

8
日(

月)

平
成
25
年
度
夏
の
臨
床
研
修
病
院
合
同
説
明
会

★★
上
海
・
ソ
ウ
ル
へ
訪
問
団
派
遣 

〜
上
海
線
の
路
線
維
持
・
ソ
ウ
ル
線
の
増
便
を
要
請
〜

月
10

7

月
7

日(

水)・

12
日(

金)

月
7

13
日(

土)

薬
物
乱
用
防
止「
6・26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

★
第
34
回
霧
島
国
際
音
楽
祭

月
17

7

月
8

日(

水)～

4
日(

日)

月
7

16
日(

火)

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

月
7

18
日(

木)

企
業
等
農
業
参
入
研
修
会
・
相
談
会

～

月
20

7

月
7

日(

土)

21
日(

日)

桜
島
大
正
噴
火
1
0
0
周
年
事
業
「
ふ
れ
あ
い
火
山
フ
ェ
ア
」

★ ★
月
7

16
日(

火)

知
事
表
彰「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」特
別
賞
授
与

★は写真入りで紹介
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7月2日(火)

県内企業と高校等就職指導担当者との意見交換会
　
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
高
校
生
の
県
内
就
職

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
県
内
企
業
と
高
校
な

ど
の
就
職
指
導
担
当
者
が
一
堂
に
会
す
る
情
報
交

換
会
が
、鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　
79
校
か
ら
参
加
し
た
2
7
9
人
の
先
生
た
ち

は
、72
社
の
企
業
ブ
ー
ス
を
回
り
、選
考
の
方
法
や

求
め
る
人
材
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し
、
生
徒
の
資

格
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
る
な
ど
と
学
校
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
。

　
参
加
し
た
企
業
の
担
当
者
は
「
先
生
方
の
熱
意

が
伝
わ
り
、あ
ら
た
め
て

採
用
意
欲
が
高
ま
っ

た
」、「
求
人
票
で
は
伝
わ

ら
な
い
情
報
を
話
す
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
と
話
し
て
い
た
。

7月10日(水)・7月12日(金)

　
伊
藤
知
事
や
県
議
会
議
長
、
経
済
界
の
ト
ッ
プ

な
ど
に
よ
る
訪
問
団
が
中
国
東
方
航
空
（
上
海
）

と
大
韓
航
空
（
ソ
ウ
ル
）
を
訪
問
し
、
鹿
児
島－

上
海
線
の
路
線
の
維
持
、
鹿
児
島－

ソ
ウ
ル
線
の

増
便
の
要
請
を
行
っ
た
。

　
中
国
東
方
航
空
か
ら
は
、
本
県
の
路
線
維
持
の

取
り
組
み
に
対
す
る
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
路
線
の
維
持
や
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
旨
の
表
明
が
あ
っ
た
。

　
上
海
線
と
ソ
ウ
ル
線
は
、
鹿
児
島
と
世
界
を
結

ぶ
重
要
な
交
通
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
で
は
、
引
き
続
き
航
空
会
社
や
関
係
団
体
等
と

連
携
し
て
、
双
方
向
か
ら
の
利
用
促
進
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

7月8日(月)

　
県
内
に
お
け
る
臨
床
研
修
医
の
確
保
を
図
る

た
め
、
県
初
期
臨
床
研
修
連
絡
協
議
会
で
は
、
鹿

児
島
大
学
桜
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
医
学

生
を
対
象
と
し
た
「
夏
の
臨
床
研
修
病
院
合
同
説

明
会
」を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
1
0
8
人
の
医
学
生
が
参
加
し
、
県

内
１１
の
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
の
指
導
医
や
研

修
生
が
医
学
生
の
相
談
に
応
じ
た
。

　
会
場
は
、
説
明
に
聴
き
入
っ
た
り
、
熱
心
に
質

問
し
た
り
す
る
医
学
生
や
、
そ
れ
に
応
え
る
研
修

医
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
説
明
会
の
後

に
行
わ
れ
た
情
報
交
換

会
で
は
、
医
学
生
と
研

修
医
な
ど
の
関
係
者
が

盛
ん
に
語
り
合
う
姿
が

見
ら
れ
た
。

平成25年度夏の臨床研修病院合同説明会

上海・ソウルへ訪問団派遣 
～上海線の路線維持・ソウル線の増便を要請～

7月10日（水）　中国東方航空（上海） 7月12日（金）　大韓航空（ソウル）
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7月16日(火)

7月20日(土)～7月21日(日)

7月13日(土)

薬物乱用防止「6・26ヤング街頭キャンペーン」
　
6
月
26
日
の
「
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
」
に

合
わ
せ
て
鹿
児
島
市
の
天
文
館
ア
ー
ケ
ー
ド
に

お
い
て
、「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
の
一
環

と
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
「
6
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、小
中
学
生
や
高
校
生
、関
係
機
関
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
加
し
、
通
行
人
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、

違
法
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か

け
、併
せ
て
国
連
支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
た
。

　
「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
は
、
6
月
20
日

か
ら
7
月
19
日
の
間
、
県
民

一
人
一
人
の
薬
物
乱
用
問
題

に
関
す
る
認
識
を
高
め
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
、
本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
各
保
健
所

地
区
で
も
開
催
さ
れ
た
。

　
平
成
23
年
の
11
月
場
所
か
ら
大
相
撲
の
立
行

司
、第
36
代
木
村
庄
之
助
と
し
て
活
躍
し
、平
成
25

年
５
月
で
定
年
と
な
っ
た
山
﨑
敏
廣
氏
に
対
し

て
、県
庁
知
事
室
に
お
い
て
、伊
藤
知
事
か
ら
県
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
知
事

表
彰「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」特
別
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
伊
藤
知
事
と
懇
談
し
た
山
﨑
さ
ん
は
、「
素
晴
ら

し
い
賞
を
頂
き
、
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
。感
謝
感
激
そ
れ
し
か
な
い
。賞
の
重
み
を
か
み

し
め
な
が
ら
、
50
年
の
行
司
人
生
が
少
し
で
も
若

い
人
た
ち
の
手
本
と
な

る
よ
う
、
伝
え
て
い
き

た
い
」と
喜
び
を
語
り
、

伊
藤
知
事
は「
長
い
間
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」

と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

知事表彰「スポーツ部門」特別賞授与

　
平
成
26
年
１
月
12
日
で
桜
島
の
大
正
噴
火
か
ら

1
0
0
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
防
災
啓
発
・
防

災
教
育
の
一
環
と
し
て
、「
楽
し
み
な
が
ら
、
桜
島

や
火
山
防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」を
テ
ー
マ
に
、
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
火
山

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
た
。

　
「
桜
島
・
火
山
防
災
学
習
パ
ネ
ル
展
」
や
「
世
界

の
火
山
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」の
ほ
か
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
キ
ッ
チ
ン
火
山
教
室
」
や
「
灰
で
描
く

絵
は
が
き
体
験
」な
ど
を
実
施
し
た
。

　
２
日
間
で
約
2
5
0
0
人
の
来
訪
者
が
桜
島
や

火
山
防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
ま
た
、
世
界
43
カ
国

か
ら
集
ま
っ
た
火
山
学

者
向
け
に
甲
冑
着
付

け
・
浴
衣
着
付
け
な
ど

鹿
児
島
の
文
化
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
開
催
し
た
。

桜島大正噴火100周年事業「ふれあい火山フェア」


